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梢リンパ組織では、CD4 T細胞、CD8 T細胞、Treg細胞、NKT細胞、   T細胞におい


































て、CNS1 欠損マウスの末梢リンパ組織では、CD4 T 細胞、CD8 T 細胞、Treg




のナイーブ T 細胞は、 IL-7 存在下での培養における生存率は野生型マウスに
比して低下すること、また Rag2 欠損マウスに移入した際の増殖が低下するこ
とを見いだし、CNS1 が IL-7 シグナルを維持することで、ナイーブ T 細胞の
生存や恒常性増殖反応に関与することを明らかにした。さらに、CNS1 はエフ
ェクターCD8 T 細胞の生存にも関与することを見いだした。これらの結果か
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